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福島第一原子力発電所１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位低下事象に 

関する発電用原子炉施設故障等報告書の提出について 

 

 

 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の

防護に関する規則第１８条の規定により、廃炉発官Ｒ１第１６０号（令和元年１２

月５日付）及び廃炉発官Ｒ１第２０８号（令和２年２月３日付）で報告しておりま

すが、本事象に関する対策等について、追記・修正等を行いましたので、別添のと

おり報告いたします。 
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福島第一原子力発電所１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位低下事象に 

関する発電用原子炉施設故障等報告書 

１部  

 

 

 

 

以 上 

 



 

 

 
 
 

発電用原子炉施設故障等報告書 
                   令和 ２年 ４月２４日           

東京電力ホールディングス株式会社 

件 名 福島第一原子力発電所 

１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位低下事象について 

事象発生の日時 令和元年１１月２８日 １０時３０分 

（福島第一規則第１８条第１２号に該当すると判断した日時） 

事象発生の場所 福島第一原子力発電所 

事象発生の発電

用原子炉施設名 １／２号機排気筒ドレンサンプピット 

事 象 の 状 況 

１．事象発生時の状況 
福島第一原子力発電所において、令和元年１１月２６日、１／２号機排気筒ドレンサン

プピット（以下、「当該ピット」という。）※１における最近の降雨による水位変動の傾向

を掴むために水位データを詳しく確認していたところ、当該ピット内に溜まった雨水の移

送を行っていない時にも、当該ピット水位が低下し、ピット底面から約３２５ｍｍのとこ

ろで安定する傾向にあることを確認した。 
１１月２７日、過去に遡って当該ピットの水位データを確認したところ、１０月１２日

の台風１９号襲来以降から水位に低下傾向が見られることが判明した。 
※１：１／２号機排気筒内に入った雨水を溜めるためのピット（溜升構造で内容量は約１ｍ３）

で、水位が４００ｍｍまで上昇すると、汲み上げ用の移送ポンプが自動起動して溜まった

雨水をバッファータンク（貯留量は約４ｍ３）へ移送し、水位を３３０ｍｍまで低下させて

いる。 
    当該ピット内には、１／２号機排気筒内に入った雨水が流れ込む構造となっているが、１

／２号機排気筒には震災当時の放射性物質が付着しており、降雨の際には放射性物質を取

り込んだ雨水が、当該ピット内に流れ込んでいる状況である。 
   
  当該ピット周辺は高線量（最大で９５０ｍＳｖ／ｈ※２）で不用意に近づけないことか

ら、当該ピット内の状況を確認することはできず、現時点で水位低下の要因は特定できな

い。 
このため、水位低下の要因として、当該ピット外へ高濃度の雨水が流出した可能性も否

定できないことから、１１月２８日１０時３０分、福島第一規則第１８条第１２号「発電

用原子炉施設の故障その他の不測の事態が生じたことにより、核燃料物質等（気体状のも

のを除く）が管理区域内で漏えいしたとき。」に該当すると判断した。 
※２：平成２７年１０月２１日の測定データ 
 

  なお、構内排水路、港湾内の海水及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な変動

はなく、現時点で外部環境への影響は確認されていない。 
 
２．当該ピットから流出した可能性がある水の推定量及び推定放射能量 
  当該ピット水位の測定値及びピット面積（１ｍ２）をもとに算出した結果、当該ピット

から流出した可能性がある水の量は約３７０Ｌと推定※３した。 
また、当該ピット内に溜まっていた水の放射能濃度※４は、Ｃｓ－１３４が１．３×１０

６Ｂｑ／Ｌ、Ｃｓ－１３７が２．１×１０７Ｂｑ／Ｌ、全ベータ放射能が２．０×１０７Ｂ

ｑ／Ｌ、トリチウムが４．８×１０４Ｂｑ／Ｌ、Ｓｒ－９０が１．９×１０４Ｂｑ／Ｌであ

ることから、当該ピット外へ流出した可能性のある水の総放射能量は、全ガンマ核種で

８．３×１０９Ｂｑ、全ベータ核種で７．４×１０９Ｂｑと推定している。 
※３：当該ピット水位は１０月１３日から１１月２４日にかけて断続的に低下を繰り返しているこ

とから、それぞれ低下した日の水位を合計し、流出した可能性のある水の量を推定した。 
※４：令和元年９月２７日に採取した分析結果 

 
 



 

 

事 象 の 状 況 

３．応急対策 

  測定データから、当該ピット周辺は高線量※５で不用意に近づけないことから、調査を行

うことは困難であると考えるが、水位低下がピット内に要因があると否定できないことか

ら、汚染拡大防止として、以下の対策を実施する。 
※５：平成２７年１０月２１日の測定時データ：９５０ｍＳｖ／ｈ 

その後、令和元年１２月９日に改めて当該ピット周辺の線量を測定したところ、作業エリア

付近で約３０ｍＳｖ／ｈ、配管下部で約１００ｍＳｖ／ｈであった。 

（１）移送ポンプの設定値変更 
   当該ピット内に溜まった雨水を可能な限り低い状態にする（ピット底面から約３２５

ｍｍ付近に保つ）ため、汲み上げ用の移送ポンプの起動及び停止の設定値について、１

１月２７日に以下の値に変更した。 

 変更前 変更後 現在 

移送ポンプ起動設定値 ４００ｍｍ ３４０ｍｍ ３４０ｍｍ 

移送ポンプ停止設定値 ３３０ｍｍ 
３２０ｍｍ 

（吸込み下限値） 

３２５ｍｍ※６ 

（吸込み下限値） 
  ※６：移送ポンプの停止設定値を３２０ｍｍにしたところ、エア吸込みの兆候が見られたことか

ら、１２月２３日に移送ポンプの停止設定値を３２５ｍｍに変更し、運用中である。 

（２）当該ピット水位データの傾向確認 
   これまで当該ピット水位については、１回／日の頻度で、４００ｍｍを超過しておら

ず、移送ポンプが問題なく稼働していることを確認していたが、今後は特異な水位変動

の確実な検知及び移送ポンプ起動・停止設定値変更後の傾向を把握するため、１回／日

の頻度で当該ピット水位データを採取し、水位変化の傾向も確認する。 

（３）吸込み管の交換 
   現在の吸込み下限値は３２５ｍｍであるが、当該ピット水位が低下し、ピット底面か

ら約３２５ｍｍのところで安定する傾向にあることから、移送ポンプの吸込み下限値を

さらに低く設定するため、吸込み管の位置を下げる必要がある。 

   そのため、吸込み管の交換を行い、以下の通り設定値を変更する。 

 変更前 変更後 

移送ポンプ起動設定値 ３４０ｍｍ ３００ｍｍ程度 

移送ポンプ停止設定値 
３２５ｍｍ 

（吸込み下限値） 

２６０ｍｍ程度 

（吸込み下限値） 

   なお、吸込み下限値の設定については、雨水流入配管の水封を維持※７するため、２５

０ｍｍ以上確保することとした。 
  ※７：雨水流入配管が１／２号機排気筒と繋がっているため、配管が水面から露出した場合、ダス

トが排気筒に流れ込み、上部から拡散する可能性があることから、水封を維持する必要があ

る。 

   その後、吸込み管については令和２年２月１４日に交換し、３００ｍｍ～２６０ｍｍ

の設定で水位制御を開始した。（２月１４日以降、水位低下事象は見られない） 

 

４．状況調査結果 

１／２号機排気筒周辺の作業で、本事象に影響を与えた可能性がないか調査した結果、

本事象に影響を与えた作業はないことを確認した。 

＜因果関係を調査した作業＞ 

・１／２号機排気筒解体作業における落下物の影響 

・１／２号機排気筒周辺の地盤改良の影響 

・凍土壁の影響 

事 象 の 原 因 
１０月１２日の台風１９号襲来以降から当該ピット水位に低下傾向が見られることから、

ピット内に要因があると想定されるが、当該ピットは高線量で不用意に近づけないため、詳

細の調査を行うことは困難であり、原因の特定には至っていない。 
保護装置の種類 
及 び 動 作 状 況 な し 

放 射 能 の 影 響 構内排水路、港湾内の海水及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な変動はなく、

現時点で外部環境への影響は確認されていない。 

被 害 者 な し 

他 に 及 ぼ し た 
障 害 な し 



 

 

復 旧 の 日 時 未 定 

再 発 防 止 対 策 

１．対策 
「３．応急対策」のほかに、恒久的な対策として、以下の対策を行う。 

（１）１／２号機排気筒上部の蓋設置 
１／２号機排気筒の解体作業完了後に、排気筒上部に蓋を設置する予定である。 
蓋の設置後は１／２号機排気筒内から当該ピットへの雨水の流入は無くなるものと
考えている。 
蓋の設置については、令和２年４月末～５月の予定である。 

なお、以下の２件についても、今後検討していく。 
・１／２号機排気筒と１／２号機非常用ガス処理系（以下、「ＳＧＴＳ」という。）配

管の隔離 
    １／２号機排気筒と１／２号機ＳＧＴＳ配管が繋がっており、事故時の格納容器ベ

ント時にＳＧＴＳ配管に付着した放射性物質が当該ピットに流入している可能性があ
る。 
そのため、１／２号機ＳＧＴＳ配管と隔離させることを検討していく。 

     なお、１／２号機ＳＧＴＳ配管を隔離する前に内部状況を把握するため、令和２年
４月６日から１／２号機ＳＧＴＳ配管の内部調査を開始した。 

・当該ピットを使用しない方法の検討 
上記（１）の対策で、当該ピットへの放射性物質を含んだ雨水の流入はなくなるも

のと考えているが、万が一のことを想定し、１／２号機排気筒ドレン配管を閉塞し、
１／２号機排気筒から直接建屋へ雨水を導く等による当該ピットへの雨水の流入の防
止対策についても、継続して検討する。 

 
２．水平展開 
２－１．当該ピット以外の溜まり水の扱い 

福島第一原子力発電所構内にある溜まり水については、これまでも優先順位を付けて水
抜きを行っているが、今回の事象を踏まえ、ピット、トレンチ等の類似箇所について、以
下の通り対策の検討を行っていく。 

（１）ピットに対する水平展開 
類似箇所のうち、内包する水の放射能濃度が１．０×１０３Ｂｑ／Ｌ※８を超えるものを 

対象に、汚染の供給源の有無、放射性物質の量、管理状態、周辺線量率等を踏まえ、追
加対策の検討を行う。 

なお、類似箇所ついて調査した結果、３／４号機排気筒ドレンサンプピット※９が対象
として抽出されたことから、３／４号機排気筒ドレンサンプピットについては、監視頻
度、管理方法について適宜見直しを行う。 
※８：Ｋ排水路の水の放射能濃度がＣｓ－１３７で１．０×１０２～１０３Ｂｑ／Ｌ程度であること

から、フォールアウトの影響より放射能濃度が高いものを対象とする。 
※９：Ｃｓ－１３４：２．４×１０２Ｂｑ／Ｌ、Ｃｓ－１３７：１．１×１０３Ｂｑ／Ｌ 

（平成２８年３月１７日採取） 
（２）トレンチに対する水平展開 

放射能濃度の高いものから順次トレンチの閉塞作業を行っており、現状の対策を継続 
する。 
なお、監視頻度、管理方法等については、必要に応じて見直しを行う。 

２－２．３／４号機排気筒ドレンサンプピットの調査結果 
  スクリーニング結果より、３／４号機排気筒ドレンサンプピットについて調査していた

ところ、３／４号機排気筒ドレンサンプピットの水位が長期間変動していないことが判明
した。 

その後、令和２年３月２０日に３／４号機排気筒ドレンサンプピットの水抜きを実施し
た。 
今後、降雨による水位の変動を確認し、原因の推定を行う。 
なお、放射能濃度が薄くなっており※１０、数値レベルからも他のフォールアウト由来のも

のと遜色ないものと考える。 
※１０：Ｃｓ－１３４：３．７×１０１Ｂｑ／Ｌ、Ｃｓ－１３７：５．８×１０２Ｂｑ／Ｌ 

（令和元年１２月２４日採取） 

３．再発防止対策完了までの一時的な対応 
当該ピットについては、令和２年２月１４日に吸込み管を交換し、水位制御はできてい

るが、「１．対策 （１）１／２号機排気筒上部の蓋設置」が完了するまでの間、大雨等
による一時的な水位の上昇によって、万一当該ピットの水位が３２５ｍｍを超える可能性
がある場合は、速やかに社内外関係者へ連絡するとともに、監視強化等の必要な対策を講
じる。 
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１ 

１．件 名 

  福島第一原子力発電所 

１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位低下事象について 

 

２．事象発生の日時 

  令和元年１１月２８日 １０時３０分 

  （福島第一規則第１８条第１２号に該当すると判断した日時） 

 

３．事象発生の発電用原子炉施設 

  １／２号機排気筒ドレンサンプピット 

 

４．事象発生時の状況 

福島第一原子力発電所において、令和元年１１月２６日、１／２号機排気筒ドレンサンプ

ピット（以下、「当該ピット」という。）※１における最近の降雨による水位変動の傾向を

掴むために水位データを詳しく確認していたところ、当該ピット内に溜まった雨水の移送を

行っていない時にも、当該ピット水位が低下し、ピット底面から約３２５ｍｍのところで安

定する傾向にあることを確認した。 

 

１１月２７日、過去に遡って当該ピットの水位データを確認したところ、１０月１２日の

台風１９号襲来以降から水位に低下傾向が見られることが判明した。 
※１：１／２号機排気筒内に入った雨水を溜めるためのピット（溜升構造で内容量は約１m３）で、

水位が４００ｍｍまで上昇すると、汲み上げ用の移送ポンプが自動起動して溜まった雨水をバ

ッファータンク（貯留量は約４ｍ３）へ移送し、水位を３３０ｍｍまで低下させている。 

    当該ピット内には、１／２号機排気筒内に入った雨水が流れ込む構造となっているが、１／２

号機排気筒には震災当時の放射性物質が付着しており、降雨の際には放射性物質を取り込んだ

雨水が、当該ピット内に流れ込んでいる状況である。 

   

  当該ピット周辺は高線量（最大で９５０ｍＳｖ／ｈ※２）で不用意に近づけないことから、

当該ピット内の状況を確認することはできず、現時点で水位低下の要因は特定できない。 

このため、水位低下の要因として、当該ピット外へ高濃度の雨水が流出した可能性も否定

できないことから、１１月２８日１０時３０分、福島第一規則第１８条第１２号「発電用原

子炉施設の故障その他の不測の事態が生じたことにより、核燃料物質等（気体状のものを除

く）が管理区域内で漏えいしたとき。」に該当すると判断した。 
※２：平成２７年１０月２１日の測定データ 

 

  なお、構内排水路、港湾内の海水及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な変動は

なく、現時点で外部環境への影響は確認されていない。 

 

５．当該ピットから流出した可能性がある水の推定量及び推定放射能量 

  当該ピット水位の測定値及びピット面積（１ｍ２）をもとに算出した結果、当該ピットか

ら流出した可能性がある水の量は約３７０Ｌと推定※３した。 

また、当該ピット内に溜まっていた水の放射能濃度※４は、Ｃｓ－１３４が１．３×１０６

Ｂｑ／Ｌ、Ｃｓ－１３７が２．１×１０７Ｂｑ／Ｌ、全ベータ放射能が２．０×１０７Ｂｑ

／Ｌ、トリチウムが４．８×１０４Ｂｑ／Ｌ、Ｓｒ－９０が１．９×１０４Ｂｑ／Ｌである

ことから、当該ピット外へ流出した可能性のある水の総放射能量は、全ガンマ核種で８．３

×１０９Ｂｑ、全ベータ核種で７．４×１０９Ｂｑと推定している。 



 

２ 

※３：当該ピット水位は１０月１３日から１１月２４日にかけて断続的に低下を繰り返していること

から、それぞれ低下した日の水位を合計し、流出した可能性のある水の量を推定した。 

※４：令和元年９月２７日に採取した分析結果 

（添付資料－１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０） 

 

６．応急対策 

  測定データから、当該ピット周辺は高線量※５で不用意に近づけないことから、調査を行

うことは困難であると考えるが、水位低下がピット内に要因があると否定できないことから、

汚染拡大防止として、以下の対策を実施する。 

※５：平成２７年１０月２１日の測定時データ：９５０ｍＳｖ／ｈ 

その後、令和元年１２月９日に改めて当該ピット周辺の線量を測定したところ、作業エリア

付近で約３０ｍＳｖ／ｈ、配管下部で約１００ｍＳｖ／ｈであった。 

 

（１）移送ポンプの設定値変更 

   当該ピット内に溜まった雨水を可能な限り低い状態にする（ピット底面から約３２５ｍ

ｍ付近に保つ）ため、汲み上げ用の移送ポンプの起動及び停止の設定値について、１１月

２７日に以下の値に変更した。 

 変更前 変更後 現在 

移送ポンプ起動設定値 ４００ｍｍ ３４０ｍｍ ３４０ｍｍ 

移送ポンプ停止設定値 ３３０ｍｍ 
３２０ｍｍ 

（吸込み下限値） 

３２５ｍｍ※６ 

（吸込み下限値） 

   ※６：移送ポンプの停止設定値を３２０ｍｍにしたところ、エア吸込みの兆候が見られたことから、

１２月２３日に移送ポンプの停止設定値を３２５ｍｍに変更し、運用中である。 

 

（２）当該ピット水位データの傾向確認 

これまで当該ピット水位については、１回／日の頻度で、４００ｍｍを超過しておらず、

移送ポンプが問題なく稼働していることを確認していたが、今後は特異な水位変動の確実

な検知及び移送ポンプ起動・停止設定値変更後の傾向を把握するため、１回／日の頻度で

当該ピット水位データを採取し、水位変化の傾向も確認する。 

（添付資料－６） 

（３）吸込み管の交換 

   現在の吸込み下限値は３２５ｍｍであるが、当該ピット水位が低下し、ピット底面から

約３２５ｍｍのところで安定する傾向にあることから、移送ポンプの吸込み下限値をさら

に低く設定するため、吸込み管の位置を下げる必要がある。 

そのため、吸込み管の交換を行い、以下の通り設定値を変更する。 

 

 

 

 

 

なお、吸込み下限値の設定については、雨水流入配管の水封を維持※７するため、２５

０ｍｍ以上確保することとした。 

※７：雨水流入配管が１／２号機排気筒と繋がっているため、配管が水面から露出した場合、ダストが

排気筒に流れ込み、上部から拡散する可能性があることから、水封を維持する必要がある。 

 変更前 変更後 

移送ポンプ起動設定値 ３４０ｍｍ ３００ｍｍ程度 

移送ポンプ停止設定値 
３２５ｍｍ 

（吸込み下限値） 

２６０ｍｍ程度 

（吸込み下限値） 



 

３ 

 

その後、吸込み管については令和２年２月１４日に交換し、３００ｍｍ～２６０ｍｍの

設定で水位制御を開始した。（２月１４日以降、水位低下事象は見られない） 

（添付資料－６，１１） 

 

７．状況調査結果 

１／２号機排気筒周辺の作業で、本事象に影響を与えた可能性がないか調査した結果、

本事象に影響を与えた作業はないことを確認した。 

 

＜因果関係を調査した作業＞ 

・１／２号機排気筒解体作業における落下物の影響 

・１／２号機排気筒周辺の地盤改良の影響 

・凍土壁の影響 

 

８．推定原因 

  １０月１２日の台風１９号襲来以降から当該ピット水位に低下傾向が見られることから、

ピット内に要因があると想定されるが、当該ピットは高線量で不用意に近づけないため、詳

細の調査を行うことは困難であり、原因の特定には至っていない。 

 

９．対策 

  「６．応急対策」のほかに、恒久的な対策として、以下の対策を行う。 

（１）１／２号機排気筒上部の蓋設置 

１／２号機排気筒の解体作業完了後に、排気筒上部に蓋を設置する予定である。 

蓋の設置後は１／２号機排気筒内から当該ピットへの雨水の流入は無くなるものと考

えている。 

蓋の設置については、令和２年４月末～５月の予定である。 

（添付資料－１２） 

 

  なお、以下の２件についても、今後検討していく。 

・１／２号機排気筒と１／２号機非常用ガス処理系（以下、「ＳＧＴＳ」という。）配

管の隔離 

    １／２号機排気筒と１／２号機ＳＧＴＳ配管が繋がっており、事故時の格納容器ベン

ト時にＳＧＴＳ配管に付着した放射性物質が当該ピットに流入している可能性がある。

そのため、１／２号機ＳＧＴＳ配管と隔離させることを検討していく。 

     

    なお、１／２号機ＳＧＴＳ配管を隔離する前に内部状況を把握するため、令和２年４

月６日から１／２号機ＳＧＴＳ配管の内部調査を開始した。 

（添付資料－１３） 

 

・当該ピットを使用しない方法の検討 

上記（１）の対策で、当該ピットへの放射性物質を含んだ雨水の流入はなくなるもの

と考えているが、万が一のことを想定し、１／２号機排気筒ドレン配管を閉塞し、１／

２号機排気筒から直接建屋へ雨水を導く等による当該ピットへの雨水の流入の防止対策

についても、継続して検討する。 



 

４ 

１０．水平展開 

１０－１．当該ピット以外の溜まり水の扱い 

福島第一原子力発電所構内にある溜まり水については、これまでも優先順位を付けて水

抜きを行っているが、今回の事象を踏まえ、ピット、トレンチ等の類似箇所について、以

下の通り対策の検討を行っていく。 

 （１）ピットに対する水平展開 

類似箇所のうち、内包する水の放射能濃度が１．０×１０３Ｂｑ／Ｌ※８を超えるもの

を対象に、汚染の供給源の有無、放射性物質の量、管理状態、周辺線量率等を踏まえ、

追加対策の検討を行う。 

なお、類似箇所ついて調査した結果、３／４号機排気筒ドレンサンプピット※９が対

象として抽出されたことから、３／４号機排気筒ドレンサンプピットについては、監視

頻度、管理方法について適宜見直しを行う。 

   ※８：Ｋ排水路の水の放射能濃度がＣｓ－１３７で１．０×１０２～１０３Ｂｑ／Ｌ程度であること

から、フォールアウトの影響より放射能濃度が高いものを対象とする。 

   ※９：Cs-134：2.4✕102Bq/L、Cs-137：1.1✕103Bq/L（平成２８年 3 月 17 日採取） 

（添付資料－１４） 

 

 （２）トレンチに対する水平展開 

放射能濃度の高いものから順次トレンチの閉塞作業を行っており、現状の対策を継続

する。 

なお、監視頻度、管理方法等については、必要に応じて見直しを行う。 

（添付資料－１５） 

 

１０－２．３／４号機排気筒ドレンサンプピットの調査結果 

   スクリーニング結果より、３／４号機排気筒ドレンサンプピットについて調査していた

ところ、３／４号機排気筒ドレンサンプピットの水位が長期間変動していないことが判明

した。 

その後、令和２年３月２０日に３／４号機排気筒ドレンサンプピットの水抜きを実施し

た。 

今後、降雨による水位の変動を確認し、原因の推定を行う。 

なお、放射能濃度が薄くなっており※１０、数値レベルからも他のフォールアウト由来の

ものと遜色ないものと考える。 

    ※１０：Cs-134：3.7✕101Bq/L、Cs-137：5.8✕102Bq/L（令和元年 12 月 24 日採取） 

（添付資料－１４） 

 

１０－３．再発防止対策完了までの一時的な対応 

当該ピットについては、令和２年２月１４日に吸込み管を交換し、水位制御はできてい

るが、「１．対策 （１）１／２号機排気筒上部の蓋設置」が完了するまでの間、大雨等

による一時的な水位の上昇によって、万一当該ピットの水位が３２５ｍｍを超える可能性

がある場合は、速やかに社内外関係者へ連絡するとともに、監視強化等の必要な対策を講

じる。 



 

５ 

１１．放射能の影響 

   構内排水路、港湾内の海水及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な変動はなく、

現時点で外部環境への影響は確認されていない。 

（添付資料－７，８，９，１０） 

 

１２．添付資料 

   添付資料―１   時系列 

   添付資料－２   事象発生場所 

添付資料－３   １／２号機排気筒ドレンサンプ位置図  

１／２号機排気筒ドレンサンプ周辺概要図 

   添付資料－４   仮設排水設備の概要 

   添付資料－５   １／２号機排気筒ドレンサンプピット溜まり水分析結果 

添付資料―６   １／２号機排気筒ドレンサンプピット水位データ 

（令和元年１０月～令和２年３月） 

添付資料－７   その他の分析結果（構内排水路） 

添付資料－８   その他の分析結果（港湾内海水） 

添付資料－９   その他の分析結果（サブドレンピットＮｏ．206、207） 

添付資料－１０  モニタリングポストにおける空気中の放射線量の測定結果 

          （令和元年１０月～令和２年３月） 

添付資料－１１  １／２号機排気筒ドレンサンプピット 水位管理の変更 

添付資料－１２  １／２号機排気筒上部の蓋の設置について（案） 

添付資料－１３  １／２号機排気筒の構造 

添付資料－１４  ３／４号排気筒ドレンサンプピットの現状 

添付資料－１５  溜まり水の放射性物質濃度（Cs）に応じた対応方針について 
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添付資料－１ 

６ 

時系列 

平成２９年 

３月２４日  １／２号機排気筒ドレンサンプピットから自動排水開始   

 

令和元年 

１１月２０日  仮設排水設備パトロール（異常なし） 

 

１１月２６日   

０９：３３  １／２号機排気筒ドレンサンプピットの稼働状況を確認（1 回／日） 

１７：００頃 水位データのトレンドを確認していたところ、雨水の移送を行っていな

い時にも、当該ピット水位が低下し、ピット底面から約３２５ｍｍのと

ころで安定する傾向にあることを確認 

１８：００頃 １／２号機排気筒ドレンサンプピット水の、最新の分析データを確認 

２１：００頃 構内排水路モニタ、海水放射線モニタ及び周辺サブドレンピットのサン

プリングデータを確認 

 

１１月２７日 

０９：００頃 過去の水位データを確認し、類似の事象が複数の日に存在していたこと

を確認 

１６：３０  ２５条通報発信 

１７：００頃 移送ポンプ停止設定値の変更（３３０ｍｍ→３２０ｍｍ） 

 

１１月２８日 

１０：００頃 １／２号機排気筒ドレンサンプピット水位データの傾向を１回／日の頻

度で確認する運用を開始 

１０：３０  本事象が、福島第一規則第１８条第１２号「発電用原子炉施設の故障そ

の他の不測の事態が生じたことにより、核燃料物質等（気体状のものを

除く）が管理区域内で漏えいしたとき。」に該当すると判断 

 

１２月２３日 

１０：００頃 移送ポンプ停止設定値の変更（３２０ｍｍ→３２５ｍｍ） 

 

令和２年 

２月１４日 

１０：００頃 吸込み管の交換 

移送ポンプ起動設定値の変更（３４０ｍｍ→３００ｍｍ） 

移送ポンプ停止設定値の変更（３２５ｍｍ→２６０ｍｍ） 
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事象発生場所 

福島第一原子力発電所 １／２号機排気筒 
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１／２号機排気筒ドレンサンプ位置図  

１／２号機排気筒ドレンサンプ周辺概要図 

 

１/２号機排気筒 

１号機原子炉建屋 

１/２号機排気筒ドレンサンプ位置図 

SGTS 配管 

N S 

 
２号機原子炉建屋 

１/２号機排気筒ドレンサンプ周辺概要図 

排気筒ドレンサンプピット 

サンプポンプカバー 

SGTS 配管 

ドレン配管 

1000mm 

T.P. 8.5m 

約 9550mm 
約 9340mm 

2 号機原子

炉建屋 

2 号機廃棄

物処理建屋 

※11 月 26 日 24：00 時点 

2 号機 R/B 水位    T.P.-843mm （ＨＰＣＩ室）  2 号機 RW/B 水位    T.P.-1047mm 
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仮設排水設備の概要 
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１／２号機排気筒ドレンサンプピット溜まり水分析結果 

１
０
 

採取頻度：1 回／３カ月 

全β放射能 Cs-134 Cs-137 Sr-90 3H
Ｂｑ／Ｌ Ｂｑ／Ｌ Ｂｑ／Ｌ Ｂｑ／Ｌ Ｂｑ／Ｌ

2016/9/12 5.959E+07 8.254E+06 5.190E+07 5.097E+04 1.731E+05
2016/11/28 2.601E+07 3.218E+06 2.157E+07 2.695E+04 1.054E+05
2017/3/14 2.590E+07 2.286E+06 1.683E+07 2.084E+04 3.524E+04
2017/6/19 1.818E+07 2.596E+06 2.094E+07 1.692E+04 2.757E+04
2017/9/19 2.180E+07 2.776E+06 2.375E+07 2.949E+04 4.791E+04
2017/12/6 1.477E+07 1.775E+06 1.645E+07 2.055E+04 4.140E+04
2018/3/12 1.067E+07 1.191E+06 1.159E+07 1.626E+04 2.108E+04
2018/6/12 1.748E+07 1.371E+06 1.513E+07 1.033E+04 3.260E+04
2018/9/12 3.966E+07 3.071E+06 3.566E+07 2.498E+04 3.979E+04

2018/12/14 2.612E+07 1.887E+06 2.387E+07 3.007E+04 3.745E+04
2019/3/5 2.800E+07 1.448E+06 1.978E+07 2.366E+04 3.439E+04
2019/6/11 1.975E+07 1.399E+06 2.104E+07 1.657E+04 2.762E+04
2019/9/27 2.000E+07 1.331E+06 2.118E+07 1.909E+04 4.761E+04

2019/12/23 2.016E+07 1.224E+06 2.132E+07 1.833E+04 3.645E+04
2020/3/17 3.495E+07 1.960E+06 3.749E+07 1.843E+04 2.090E+04

採取日

添
付

資
料

－
５
 



 

 

1 時間毎のデータで表示（データは４秒周期で採取） 

 
 

  

１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位データ（令和元年 10 月～令和２年３月） 

降雨による水位上昇後 
375mm 程度で維持 

急激で直線的な水位低下は 
移送ポンプ起動によるもの 

325mm まで水位低下が比較的顕著 

移送ポンプ起動しない

にも関わらず水位低下 

10/12 

台風 19 号 
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※移送ポンプ起動による水位低下 
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1 時間毎のデータで表示（データは４秒周期で採取） 
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2019年12月度 排気筒ドレンサンプピット水位変動

排気筒ドレンサンプピット水位（分解能 5mm）
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2020年1月度 排気筒ドレンサンプピット水位変動

排気筒ドレンサンプピット水位（分解能 5mm）
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1 時間毎のデータで表示（データは４秒周期で採取） 
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2020年2月度 排気筒ドレンサンプピット水位変動

排気筒ドレンサンプピット水位（分解能 5mm）
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以降水位低下事象はみられない 

（漏えいの可能性を解消） 

2020 年 2 月 14 日吸い込み管交換 

300～260mm の設定で水位制御開始 
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2020年3月度 排気筒ドレンサンプピット水位変動

排気筒ドレンサンプピット水位（分解能 5mm）
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その他の分析結果（構内排水路） 
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その他の分析結果（港湾内海水） 
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その他の分析結果（サブドレンピットＮｏ．２０６、２０７） 

１
６
 

当面の間、No.206、207 の監視を強化 

（サンプリング頻度を１回／週に増加） 

206 
（ピットから約 25m） 

207（ピットから約 45m） 
排気筒サンプピット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタリングポストにおける空気中の放射線量の測定結果（令和元年１０月～令和２年３月） 
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１
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１／２号機排気筒ドレンサンプピット 

水位管理の変更 

吸込み下限値を 325mm から 260mm まで下げる。 

水位管理を 325mm 以下で管理可能。 

また、吸込み下限値を 250mm 以上とすることで、雨水流入配管の水封を維持。 

●水位計による移送 

ポンプ吸込み制御値 

＜～2019.11.27＞ 

起動設定値：400mm 

停止設定値：330mm 

 

＜2019.11.27～ 

 2019.12.22＞ 

起動設定値：340mm 

停止設定値：320mm 

 

＜2019.12.22～＞ 

起動設定値：340mm 

停止設定値：325mm 

●水位計による移送 

ポンプ吸込み制御値 

＜2020.2（予定）＞ 

起動設定値：300mm 

停止設定値：260mm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／２号機排気筒上部の蓋の設置について（案） 
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１
９
 蓋 

（令和２年４月末～５月頃） （令和２年３月末頃） （令和２年１月現在） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／２号機排気筒の構造 
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SGTS 配管 

排気筒筒身 

排気筒頂部へ 

PCV より 

排気筒基礎 

地表 
ドレンサンプ 

ピットへ 

1/2 号機排気筒下部断面図 

筒身に汚染が

付着 筒身に汚染が

付着 

1/2 号機 SGTS 配管は筒身に直接接続されているため、PCV ベント時に筒身内が汚染される構造である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３／４号機排気筒ドレンサンプピットの現状 
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N 

ドレンサンプピット 

ピット断面 

T.P. 8.5m 

＜サンプピット水 分析結果＞ 

2016. 3.17 採取 

Cs-134：2.4×102 Bq/L 

Cs-137：1.1×103 Bq/L 

 

2019.12.24 採取 

Cs-134：3.7✕101 Bq/L 

Cs-137：5.8✕102 Bq/L 

水深約 1390mm 

T.P.5.95m 

（手測り） 

T.P. 4.5m 
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敷地内のトレンチ等には、地震直後の津波や開口部から流入した雨水等が溜まっていることが想定さ

れるため、複数のトレンチ等で溜まり水が確認される可能性がある。 

その放射性物質濃度（Cs）は、１～４号機建屋周辺に設置しているサブドレンで観測されている過去

最大の放射性物質濃度である 10２Bq/cm3 レベル以下と想定される。 

一方、これを超える場合には、トレンチ等への高レベル放射性汚染水の流入の可能性が否定できない。 

これを踏まえて、建屋内滞留水の処理・貯蔵への影響及び被ばく等を考慮して、溜まり水の放射性物

質濃度（Cs）に応じた対応方針を表－１のとおりとする。 

 

表－１ 溜まり水の対応方針 

 

溜まり水の 

放射性物質濃度（Cs） 
対応措置 溜まり水の区分 

10６Bq/L レベル以上 

・海への流出の有無及び流入経路の調査、溜まり水の移送、止水

等の対策について検討し、速やかに報告の上、実施する。 

例えば、 

・既設移送ルートの流用可否、増設検討、ポンプ設置箇所検討 

・図面確認（接続配管、建屋接続エレベーション等）、トレンチ等

内部調査の可否検討 

・流入箇所への止水材注入、トレンチ等閉塞等の対策検討 

など 

Ａ 

10５Bq/L レベル 

・被ばく等に配慮し、溜まり水の水位および放射性物質濃度の測

定を定期的に行い、状態監視を行い、将来的には水抜き等の措置

を行う。 

・状態監視の結果、高レベル放射性汚染水の流入の可能性がある

場合は、海への流出の有無及び流入経路の調査、溜まり水の移送、

止水等の対策について検討し、必要な対策を講じる。 

Ｂ 

10４Bq/L レベル以下 

・念のため、高レベル放射性汚染水が滞留している建屋に接続す

るトレンチ等については、被ばく等に配慮して状態監視を行う。 

今後、その他のトレンチ等も含め、検討を進めて、将来的には

水抜き等の措置を行う。 

Ｃ 

 

 

 

溜まり水の放射性物質濃度（Cs）に応じた 

対応方針について 


